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■■丹波篠山市には世界に誇れる資源がたくさんある

丹波篠山国際博とは

2025年開催の「大阪・関西万博」をきっかけに、

これらの素晴らし資源や取り組みを新たなパビリオンを建設したりしないで紹介



丹波篠山国際博とは

いつでも、どこかで「何かがある」、「何かを体験できる」
そして未来へ、いつまでも「ワクワク、イキイキと」

■ 開催期間中



丹波篠山国際博とは

丹波篠山国際博への参加表明団体は、
169団体（2023.8.27設立総会時点）

■ 2023.8.27「丹波篠山国際博推進市民委員会」設立総会

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
審議役 川村 泰正 氏

丹波篠山市日本遺産・創造都市推進委員会
委員長 小山 龍介 氏

一般社団法人丹波篠山市観光協会
事務局 今井めぐみ氏



丹波篠山国際博とは

オール市民参加で開催

丹波篠山国際博推進市民委員会
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丹波篠山国際博とは

■ 202４.３.17「第２回丹波篠山国際博推進市民委員会」
【連携事業説明】

「大阪・関西万博」に向けた兵庫県の取組
兵庫県企画部万博推進局長 三宅 隆之 氏

大阪・関西万博の最新準備状況と地域観光について
公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会

審議役 川村 泰正 氏

2025大阪・関西万博に向けた地域の盛り上がり
万博首長連合 事務局長 中島 知子 氏

丹波篠山国際博への参加表明団体は、
191団体（2024.6.7現在）



丹波篠山国際博とは

「また行ってみたい」「何か関わってみたい」

■ 体験・会話

丹波篠山
のブランド力向上 シビックプライド

の醸成

持続的な地域の
発展

■ ミッション



丹波篠山のブランド力の向上

■ （仮称）食の聖地丹波篠山 季節（春・夏・秋・冬）の恵み 感謝祭

●テーマ：食の恵みに感謝
① 自然の恵みに感謝
➁ 農の恵みに感謝
➂ 丹精する農家に感謝
④ いただく命に感謝
⑤ 丹波篠山の食を応援いただく皆様に感謝



丹波篠山のブランド力の向上

■ 横丁【夜の誘客を図るイベント】

■ 能とプロジェクションマッピング



シビックプライドの醸成

■ 地域の団体・組織等が自主的に取り組むプレイベント

●地域の夏祭り、秋祭り、伝統芸能など
●まちづくり協議会などで取り組みイベント、催しなど
●丹波篠山国際博参加団体が取り組むイベント、催しなど

■ 丹波篠山国際博公式サイトに掲載

方法

■ 走る広告塔の運行

■ 揚げる広告塔の設置

■ レガシーとなるモニュメントの設置



持続的な地域の発展

集中から分散へ
●秋に集中していた観光客を春夏冬に
●一極集中していた観光客を各エリアに分散
●日帰り観光客を宿泊観光客へ



持続的な地域の発展

● 篠山観光案内所→総合案内と各エリアへ誘導
（スペースの活用：賑わいと交流のスペース）

● 各エリア案内所→来訪者に周遊してもらうためのエリア案内
（スペースの活用：イベントなどのサテライト会場）

■ 拠点スペース・案内所

①城下町と古民家エリア（篠山地区）

■ ５つのエリア

➁宿場とサイクリングのエリア（城東・多紀地区）

➂自然とキャンプのエリア（西紀地区）

④丹波篠山茶と紅葉のエリア（丹南地区）

⑤やきものと温泉のエリア（今田地区）

■丹波篠山の魅力を伝える方法


